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2024年振り返り－真光寺川まつり見送り、猛暑の年－ 

  

       

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「    光寺川まつり」は残念ながら開催出来ま

せんでした。熱中症警戒アラートの出ない日を選

定するのが困難なことと会員のスタミナ不足の

ためです。 

１月の新年散歩は久しぶりに行い、鶴見川流域

センターを訪ね、勉強致しました。 

の内外の清掃は３月から 12 月まで 10

回、毎月第２日曜日の予定でしたが、8月は熱中

症警戒アラートのため中止致しました。 

毎回、参加の会員数は 10名前後でした。プラ

スチックの袋や傘、スマホ、炊飯器など多種のゴ

ミを拾いました。 

６月、８月、11月に大雨で広袴調整池の内周

道路に水が溢れました。 

今年も行政が動いてくれました。 

東京都南東建では、7月、８月、10月の３回

遊歩道の植え込みの除草、植栽の剪定を実施して

くださいました。 

川二小ではスキル学習で４年生のポスタ

ーが完成、川沿いに掲示しました。6月には３年

生全員が真光寺川の勉強と下堰親水で川体験を

しました。 

10月～来年３月の活動期間で、４年生が「地

域のために出来ることを考えよう」のテーマの

一つとして真光寺川を取り上げています。 

10 月にはご近所にお住まいで淡水魚研究の

権威の方をお招きし、下堰で魚とりの実践と解

説をいただきました。トウヨシノボリ、アメリ

カザリガニは捕獲できず、カワヨシノボリ、カ

ワムツ類が増えているようです。 

真光寺川には沢山の魚が生息しています。鳥も

カルガモ、バン、カイツブリが繁殖しています。

ギンヤンマ、オニヤンマ、オハグロトンボ、アキ

アカネなどトンボも沢山飛んでいます。 

くの真光寺川の里親の皆様からのご厚志

を頂戴致しました。これにより会の維持運営がで

きますことを感謝申し上げます。 

 

真光寺川里親の会・真光寺川を清流にする会 

 代表山本隆治 

子供が遊べるふるさとの川へ、自然豊かな川の散歩道に、 きれいな川にしましょう！ 

（３月、清掃に集まった面々） 
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（６月、鶴二小の川体験。子供が遊べるふるさとの川へ！） 



 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆次回は３月９日(日)です。 

１月、２月は寒さが厳しいためお休みです。 

☆集合：９：３０ 下堰親水広場 ☆解散予定：１１：００ 

（能ヶ谷４丁目、魁力屋ラーメン店裏） 

☆持物：軍手。（ごみ袋、火ばさみは用意しています。

長靴も少し用意があります。） 

☆清掃後１１：００頃から いちょう会館で定例ミーティ

ング（おしゃべり？）をします。興味ある方はどうぞ。 

ご一緒に川をきれいにしませんか。一回だけ参加の

方も大歓迎！ 

 

 

 

９月～１１月はめだかポストのご寄付で 1,110 円でし

た。お寄せ頂いたご厚志に深く感謝いたします。 

 

 

秋の豪雨で河畔の木が倒れていました。まだまだ

気温が高い中、ゴミを拾いました。 

日付 人数 ゴミの量 

9月 8日 11名 10 袋(うちﾋﾞﾝ・缶･ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ 2、金
属類 1) 

10月 13日 13名 10 袋(うちﾋﾞﾝ・缶･ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ 2、金
属類 1)、金属棒 1 本、炊飯器 1
個、ｴﾝｼﾞﾝ部品 1個 

11月 10日 9名 10 袋(うちﾋﾞﾝ・缶･ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ 2)、鉄
板 1枚、車のﾏﾌﾗｰ 1個 

 

 

１０月１３日 真光寺川の自然

について理解を深めるため、か

ながわ淡水魚復元研究会会長 

の勝呂さんを講師にお招きして、真光寺川の魚、生き物

の生態などを教えて頂く学習会を実施しました。 

魚の捕まえ方を教えてもらいながら、会員が網を持っ

て川の中をガサガサ。ご指導のお陰で魚や生き物がい

つもよりも沢山採れました。 

採集、観察できたものは右表の通りです。カワヨシノ

ボリ、ムギツクは在来ではなく西日本から流入して在来

種と置き換わっていること、エビ類はほとんどが観賞用

と分かりました。自然度の高いところで見られるオナガ

サナエのヤゴがいました。以前は沢山いたトウヨリノボ

リが今回は見られませんでした。 

また、私たちが普段から気になっている在来種の保

護と外来種対策について、それぞれの数の増減だけに

着目するのではなく、すみかの整備や生態系の中で互

いの関係性を考える必要があることを教えて頂き、大

変参考になりました。 

私 た ち の 行 動 基 準 

１，私たちの活動は、 

地元や地域の人たちに支持されているか。 

２，私たちの活動は、  

自然に対して謙虚であるか。 

３，私たちの活動は、  

誰にも解るように説明されているか。 

 

１０月１１日 鶴川ニ小の４年生の総合学習の授業に

参加させて頂きました。テーマは「地域のためにできる

ことを考えよう」で、私たちの他にも地域のために活動

されている方々が参加されていました。 

子ども達に話した内容は①会の活動②活動していて

嬉しいこと困っていること③活動への思いです。 

嬉しいことを予想して発表してもらったのですが、「子

どもや地域の方が川に興味を持ってくれていると嬉し

い」「自然が増えると嬉しい」など私たちが思っているこ

とをずばり答えてくれました。 

ゴミの種類でビニール袋類が一番多い、ビニールは

分解されずマイクロプラスチックになって魚や微生物に

悪影響を及ぼす話にはとても興味を持ってくれました。 

また「川が汚れる原因はなんですか」「外来種はどう 

していますか」という素晴らし

い質問もありました。 

これからの子ども達の活動

に多いに期待しています。 

 

真光寺川 生き物学習会 

鶴川第二小 総合学習「地域のためにできること」 
 

９月～１１月の清掃報告 

３月の清掃（クリーン作戦）予定 

☆真光寺川を清流にする会 代表：山本隆治 

☆真光寺川を清流にする会のＨＰ  

http://www.shinkojigawa.com/ 

e-mail: kawasemi@shinkojigawa.com 

☆X（旧 Twitter）「真光寺川を清流にする会」 

魚類 (匹) その他の生物 (匹)
カワヨシノボリ 16 カワリヌマエビ 136
モツゴ 2 タイワンシジミ 15
オイカワ 16 オナガサナエ(ヤゴ) 2
ムギツク 2 ハグロトンボ(ヤゴ) 1
カワムツ 2 シマイシビル 1
カマツカ 1 トビケラ類 2
コイ(目視) 10
日付：2024年10月13日　場所：真光寺川下堰親水付近

ご寄付のお礼 

http://www.shinkojigawa.com/
mailto:kawasemi@shinkojigawa.com

